乙第8号議案　岡山市議会議員の定数及び各選挙区選出議員数に関する条例の一部を改正する条例に対する質疑をします。
議員定数削減の市民の声はなぜか。それは、議会が何をしているのか市民に理解されていない事に起因すると考えます。法政大学の広瀬克哉教授の言葉を借りれば、「これまでの議会の実態は、市民の意見集約、調整の場は行政が行う。議会は行政の立案過程に対するインプットのチャンネルの一つに過ぎなくなっている。議決権という最後の関門を議会が握っていることを取引のカードとして行政の対応を迫る。公開の場で、意思決定のプロセスを明らかにする仕組みを作らなければ住民から『議会は仕事をしていない』としか思われない。」ということになります。
こうした中で、議会の存在意義を感じられない人たちとこれに便乗して、議会の議決権を制限しようとする首長などのキャンペーンで、議会そのものが無駄な存在であるかのように描き出されています。
又、行財政改革の視点から、存在が無駄な議会なら削減しろという論議がなされ、声だかに叫ばれると、あたかも議員定数削減が。至上命令であるかのように錯覚してしまいます。
しかし、議会は何のためにあるのかのそもそも論に立ちかえると、行政、市民、専門家、利害関係当事者などからの多様な情報・意見を議場に出して、議会で議論と議決によって集約、調整する事にあります。
このことが、憲法で、議会を単なる「議決機関」ではなく「議事機関」としている本質です。
とすると、議会改革とは、憲法や地方自治法に定めてあることを根本に立ち返りしっかり実行することではないでしょうか。
財政が厳しい中だから、議会費を削減しろということ、これは当然です。私達、日本共産党市議団は「費用弁償」はどの党にもさきがけ受け取りを辞退してきました。また、政務調査費は10年以上前から領収書を公開し使い道を明らかにしてきました。さらに、海外視察は自費で参加をしています。わ党の先進的取り組みにより、岡山市議会は費用弁償の廃止、政務調査費の領収書添付が実現に至ったのです。さらにわが党は、議員報酬削減には市長提案にも公明党の提案にも常に賛成し、今年2月議会では独自に削減案を提案してきました。どの党よりも議会費削減に努めてきたのです。
しかし、議員定数削減は議会費を減らすことにはなっても、市民の多様な意見を汲み上げ生かすことが議会の目的であることに照らして、本質を投げ捨てた「角をためて牛を殺す」論であり納得できません。
平成の大合併は、市域を広げ、合併町村の議員を失職させ、議員の数を半減してきました。それがために、議員年金制度も崩壊してしまいました。周辺部は郵便局の統合、農協合併、など住民の生活は不便さが増すばかりです。さらに隅々にまで行き届いていた議員の数が御津を例にとれば14から1になってしまったのです。御津地域の面積は114平方キロメートルあります。先日の台風12号の時は合羽を着て雨の中を駆け回りましたが、広大な地域をすべて見て回ることはできませんでした。住民に目を行き届かせるには、いまでも十分な議員数とは言えないのです。
二元代表制として、首長が執行権を有し、絶大なる首長の権限に対し、行政執行を監視する役目と議決権を議会は持っています。
しかるに、昨今の岡山市議会は、議会の本来的仕事を放棄しようとしています。
代表質問をこの9月議会ではしないと決め「質問機会の削減」をしました。
又先日は、代表質問のある議会では個人質問を30分から20分に縮める「質問時間削減」を決めました。
それに引き続いて提案されたのが、「議員定数削減」です。これらをみると、議会での議員の質問を制限している一連の動きであることが分かります。すなわち、議会が議員自らの質問機会・時間を縮小し、議会という公開の場で論議することを避けようとしています。議会が責任を放棄する行為だといわれても仕方ないのではありませんか。
定数を46とする理由として、「政令指定都市の中で最も低い定数の46とする。」とあります。一方、「市民一人当たりの人口、いわゆる各区の1票の格差が最も低いのは50及び51の数値となるが、定数削減の上からは妥当でない。」としています。すなわち、今回の提案は、議会の在り方の論議はさておき、定数を削減することだけが目的であることを示しています。
そこでお尋ねします。
１.議会は何のためにあり、何をすることを目的とするものですか。
２.議員の質を向上するために定数を削減するという議論があります。定数の削減で、質の悪い議員がいなくなりますか。
３.議員の質を向上するためにどのようなことをすることが必要と思いますか。
４.他市では議会の存在の意味を議員が真剣に討議して、議会基本条例の制定、「一問一答型式」を採用し、「反問権」を付与しての対面式議会にするなどの、議員の資質向上なくしては質問に立てない状況をつくりだしています。このような改革が資質向上に結び付くと思うがいかがですか。
５.議会の公衆教育機能、政治課題の報道機能という点からして、定数削減や議員の発言機会削減についてどのように考えますか。
６.市民にとって議会が自分たちの意思決定機関と感じられるためには、どのようなことが必要だと思いますか。
７.岡山市議会は、議論をしかりし、市長提案に対してなんでも素通りするということはない議会であると思います。このような議会の在り方についてどのように思いますか。
８.議員定数削減は、市民と議会の関係をますます遠ざけることにつながると考えられます。このことに対してどのように考えますか。
